
提

出

者

中

根

康

浩

平
成
十
七
年
七
月
二
十
一
日
提
出

質

問

第

一

〇

二

号

「
全
国
学
力
テ
ス
ト
」
に
関
す
る
質
問
主
意
書
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「
全
国
学
力
テ
ス
ト
」
に
関
す
る
質
問
主
意
書

文
部
科
学
省
は
二
〇
〇
六
年
度
か
ら
「
全
国
学
力
テ
ス
ト
」
を
実
施
す
る
方
針
を
示
し
、
関
連
経
費
を
来
年
度
予
算
の
概
算

要
求
に
も
盛
り
込
む
よ
う
で
あ
る
。

従
っ
て
、
次
の
事
項
に
つ
い
て
質
問
す
る
。

一

「
全
国
学
力
テ
ス
ト
」
の
実
施
方
法
に
つ
い
て

（
�
）

「
全
国
学
力
テ
ス
ト
」
の
実
施
主
体
、
対
象
者
、
教
科
、
実
施
の
目
的
は
何
か
、
に
つ
い
て
答
弁
さ
れ
た
い
。

（
�
）

問
題
作
成
者
、
問
題
作
成
に
あ
た
っ
て
の
公
正
性
、
守
秘
性
を
ど
の
よ
う
に
確
保
す
る
の
か
、
に
つ
い
て
答
弁
さ

れ
た
い
。

（
�
）

テ
ス
ト
結
果
な
ど
の
個
人
情
報
を
ど
の
よ
う
に
守
る
の
か
。
ま
た
、
テ
ス
ト
結
果
な
ど
を
情
報
公
開
法
に
基
づ
い

て
請
求
さ
れ
た
場
合
、
ど
の
よ
う
に
対
応
す
る
の
か
、
に
つ
い
て
答
弁
さ
れ
た
い
。

二

「
全
国
学
力
テ
ス
ト
」
の
実
施
と
、
詰
め
込
み
教
育
、
学
力
偏
重
主
義
、
学
校
間
の
序
列
化
な
ど
に
つ
い
て

（
�
）

「
全
国
学
力
テ
ス
ト
」
の
実
施
が
、
学
力
以
外
の
能
力
や
個
性
、
特
性
を
大
切
に
す
る
教
育
か
ら
、
学
力
偏
重
主

義
な
ど
、
学
校
間
の
序
列
化
を
助
長
す
る
も
の
に
な
ら
な
い
か
と
の
国
民
の
危
惧
に
ど
の
よ
う
に
応
え
る
の
か
、
に

一



つ
い
て
答
弁
さ
れ
た
い
。

（
�
）

「
全
国
学
力
テ
ス
ト
」
の
実
施
が
ク
ラ
ス
や
学
校
の
平
均
点
を
下
げ
る
こ
と
に
も
な
り
か
ね
な
い
と
さ
れ
る
、
知

的
障
害
児
・
発
達
障
害
児
な
ど
の
子
ど
も
た
ち
が
、
普
通
学
級
か
ら
排
除
さ
れ
た
り
、
差
別
さ
れ
た
り
す
る
こ
と
に

つ
な
が
り
、
障
害
者
基
本
法
な
ど
で
保
障
さ
れ
て
い
る
「
共
同
・
交
流
学
習
」
に
支
障
を
き
た
す
こ
と
に
な
る
の
で

は
な
い
か
と
の
国
民
の
心
配
に
ど
の
よ
う
に
応
え
る
の
か
、
に
つ
い
て
答
弁
さ
れ
た
い
。

右
質
問
す
る
。

二


